
東温市事務事業評価シート　平成27年度実施事業対象
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該当

事業の目的 最終的
人権意識の普及・高揚、差別のない社会の実現を目指
します。

今年度 講演会、研修会を積極的に開催し、啓発に努めます。

活動内容

Ｐ
Ｌ
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課　　名 社会福祉課 係　　名 社会福祉係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

人権相談の支援 人権啓発活動

人権の花事業の実施

人権擁護委員の推薦

成果指標

公的関与

089-964-4406 メールアドレス syakaifukushi@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（３）人権相談・支援の充実

事業区分

事業の対象 市民 根拠法令 人権擁護委員法

総合計画 政策目標 第６章 みんなでつくる協働・自立のまち 政策項目 １ 人権尊重のまちづくりの推進

008 1004 事務事業名 人権啓発事務 細事務事業名

主要施策

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

「人権ゼミナール」「人権
を語る集い」「人権講座」
参加人数

広く人権尊重の考えを広め、認
識してもらうため

人
↗ ↗ ↗ ↗

708 778

人権相談開設回数
人権に関する相談に迅速に対応
ができる

回
24 24 24 24

24 24

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 民生

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 50 50 50

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 287 597 287

計(Ａ) 337 647 337

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.188 1,130 0.188 1,132 0.188 1,121

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 1,467 1,779 1,458
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一次評価者 社会福祉係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

　市民一人ひとりが、人権問題を自分のこととして捉え、理解と認識を深めていくための手段として、より多くの市民に講演会等へ参加してもらえる
よう、内容の充実を図るなど工夫が必要です。

効率性 事業特性により効率性には馴染みませんが、啓発の方法などを創意工夫し、効果的な活動が必要です。

改　革
計　画

　人権問題への正しい理解が、差別や偏見の解消につながることから、時代の変化や社会の要請に応じた啓発事業を人権擁護委員等と協力
し、推進していきます。

今後の方向性 縮小達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

　市民の皆さんに人権に対する理解と認識を深めていただくため、研修会等の内容の充実を図りながら、継続して人権啓発事業を推
進してください。

二次評価者 社会福祉課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

人権擁護委員による人権擁護活動や人権相談、市が取り組む人権啓発活動の必要性は高いと思われます。

有効性 人権相談や人権講座の開設等によって、人権意識の普及・高揚、差別のない社会の実現が図れています。

達成度 人権意識を高めるための普及啓発活動、相談事業の充実を図っています。

必要性


